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工学的な体系での放射線分解生成水素の放出を評価するために、統合化学反応解析ソフトウェア Cantera

をベースとしたシミュレーション・プログラムを作成している。ここでは、攪拌状下での放射線分解水素

の放出実験データの再現を試みた。 

 

キーワード：水の放射線分解，水素，シミュレーション，Cantera 

 

1. 緒言 

 水の放射線分解に伴う水素放出挙動について永石ら[1]は、純水の照射下での水

素放出を攪拌速度の関数として測定した。この結果を再現するために、Cantera[2]

を用いて自由界面と攪拌状態を考慮した放射線分解プログラムを構築し、実験デ

ータと比較・評価した。 

 

2. Cantera による攪拌状態の水の放射線分解モデル 

 永石らの実験体系をモデル化（Fig.1）し、Cantera の提供する無次元反応器ネ

ットワークを用いて、反応器、Reservoir（定常状態供給器=環境）、拡散層、界面、

プレナムのモジュールから成る体系を構築した。放射線分解による一次生成物は

各 Reservoir から反応器に供給される。一方、分解した分の水

が Reservoir に排出される。水素や酸素は拡散層から界面を介

してプレナムに放出される。攪拌による物質移行を再現する

ために、複数個の反応器-Reservoir 対を軸方向に配置し、それ

らの間を仮想的な質量流量制御器でつないだ。 

 

3. シミュレーション結果・考察 

 攪拌モデルを用いて行ったシミュレーション計算と実験結

果の比較を Fig.2 に示す。#0 は撹拌しない状態である。 

#1→#5 と撹拌速度が増す。攪拌速度の上昇に伴う水素放出量

の増加を比較的良い定量性をもって再現することができた。 
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Fig.2 水素放出の計算値と実験値の比較 

Fig.1 実験体系のモデル化 
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